
【対象 第３学年】中学校数学 問題例

１（３）

「 」事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりする力の育成

①事象を数学的に表現することと数学的な表現を解釈することを合わせて取り組ませる。

１ 次の について （１ （２）の各問いに答えなさい。【問題】 ， ），

【問題】

右の図の円Ｏの円周上に，５等分した点Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅがあります。

のとき，∠ＢＡＥの角の大きさを求めなさい。

(１)この について，太郎さんと花子さんは，次のように角の大き【問題】

さを求めました。２人の説明の の部分を埋めて，説明を完成

させなさい。

太郎さんの説明①

点Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅを順に線分で結ぶと，この形が になるから，その１つの内

角の大きさは，１８０×（５－２）＝５４０

５４０÷５＝１０８

よって，∠ＢＡＥの大きさは，１０８°である。

花子さんの説明②

点Ａ,Ｂ,Ｏ,Ｅを順に線分で結ぶと，

∠ＢＯＥが３６０÷５×３＝２１６°となるので，

だから

∠ＢＡＥの大きさは，１０８°である。

(２)あなたなら∠ＣＥＤの大きさをどのようにして求めますか。 を参考にして太郎さん，花子さんの説明

求めなさい。
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解答

(１) ① 正五角形

② 円周角の定理

円周角は，中心角の半分

(２)

例 点Ｃ,Ｅ,Ｄを順に結ぶと，∠ＣＤＥは，太郎さんの説明から１０８°となる。

また （５等分した点だからＣＤ＝ＣＥとなり)，△ＣＤＥは，二等辺三角形となる。，

二等辺三角形の底角は等しいので，

(１８０－１０８)÷２＝３６

となる。よって、∠ＣＥＤは，３６°である。

・他に円周角の定理を使って解く方法も考えられる。
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[証明] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学 問題例 

３ 根拠や筋道を明確に表現する力の育成 

（１）考えの根拠や筋道を明確にして、説明や論述ができるようにする。 

∠Ａ＝９０°の直角三角形ＡＢＣの紙があります。図のように、辺ＢＣの中点をＤとし、線

分ＡＤを折り目として折りました。このとき、頂点Ｂが移った点をＥ、線分ＡＥと線分ＤＣと

の交点をＦとします。 

△ＡＤＦと相似な三角形はどれですか。下のア～ウまでの中から正しいものを１つ選び、

〇をつけなさい。また、△ＡＤＦと選んだ三角形が相似であることを証明しなさい。 

 

ア △ＡＥＤ     イ  △ＡＦＣ     ウ △ＢＡＦ 
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【解答例】  

ア △ＡＥＤ     イ  △ＡＦＣ     ウ △ＢＡＦ 

 

[証明] 

△ＡＤＦと△ＢＡＦにおいて 

共通なので ∠ＡＦＤ＝∠ＢＦＡ・・・① 

線分ＡＤを折り目として折ったので ∠ＢＡＤ＝∠ＦＡＤ・・・② 

△ＡＢＣは∠Ａ＝９０°の直角三角形なので、点Ａ、Ｂ、Ｃは辺ＢＣを直径とする 

円周上にあり、点Ｄは辺ＢＣの中点であることから ＡＤ＝ＢＤ 

よって △ＤＢＡは二等辺三角形なので ∠ＢＡＤ＝∠ＡＢＤ・・・③ 

②③より ∠ＦＡＤ＝∠ＡＢＤ 

したがって ∠ＦＡＤ＝∠ＦＢＡ・・・④ 

①④より 

２組の角がそれぞれ等しいので △ＡＤＦ∽△ＢＡＦ 

 

指導に当たって 

〇 ある条件の下でいつでも成り立つ図形の性質を見いだして、それを数学的に表現する場面

を設定することが大切である。（例）線分ＡＤは、∠ＢＡＥの二等分線である。 

〇 証明において結論を導くためには、何が分かればよいかを明らかにしたり、与えられた条件

を整理したり、着目すべき性質や関係を見いだし、事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えた

りする活動を取り入れ、証明できるようにすることが大切である。その際、結論から仮定、仮

定から結論の両方向から考えて証明する場面を設定することが考えられる。 

〇 複数の三角形から合同や相似を示すために必要な関係を見いだす際には、対象となる三角

形を抜き出した図を基に、対応する辺や角を確認する場面を設定することも考えられる。 

 

△ＡＤＦ    ア △ＡＥＤ     イ  △ＡＦＣ      ウ △ＢＡＦ 
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